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（ふくだ まさひろ）

加藤 忠志
（かとう ただし）

尾上 亮 【副所長】
（おのうえ りょう）

80年代の人気バンド『杉山清貴&オメガトライ

ブ』約2年半の活動で解散をしてしまいましたが、

2023年に結成40周年のライブツアーが開始しま

した。ファイナルツアーとのことで、ライブで見られる

のは多分最後？と思い、何とかチケットを確保してラ

イブに参加してきました。杉山清貴は60歳を過ぎて

も相変わらずの美声で素晴

らしかったですね。

追加公演も決まったので、

また参加をしたいのですが

既にチケットは完売…。

1度でもライブに行けたので

それで良し！と思うように

しています。

070-3762-7889

次の愛車

杉山清貴&オメガトライブ

先月、車の運転をやめた父に電動アシスト自転

車を購入しました、今まで普通のママチャリに乗っ

ていましたが近所の買い物に行くにも移動が辛い

とのことで、また車に乗りたいと言いだしそうだっ

たので、すぐに自転車屋に行きました、

家から近いお店に行き実物を見たところ種類も多

くどれにしようか迷っていましたが、最近は高齢者

の購入が多いらしく定員さんがわかりやすく丁寧

に教えてくれました、市町村によっては補助金が

出るところもあるそうです、該当しませんでしたが、

免許返納した方が証明書をもっていれば購入店

で補助が出るお店もあるそうです、購入を検討し

ている方は確認をしてみると良さそうです。

購入後、父は家から5Km位あるかかりつけの医

者までアシスト全開で快適に通い車の送迎が不

要になり適度な運動もできるようになりました。

レンタルふくしのまち鴻巣便り

前月号に引き続き、再読本のご紹介です。

再読本② 「ローカル線で行こう！」

真保 裕一 著 講談社文庫

廃線寸前の赤字ローカル鉄道を、若手女性が中心と

なり周りのスタッフを活気づけ、復活を遂げるお仕事

小説です。 帯にあるとおり、読むと元気が湧いてきま

す♪♪

再読本ではなく、今現在読み進めているお仕事

小説 「本日は、お日柄もよく」 原田 マハ 著

言葉の力・言葉を操る。 とても読みやすく、面白く、

感動する再読本決定の

小説です♪

言葉の力・大切さが、

身に染みる１冊です。

久しぶりに読書♪③

波田野 正
（はたの あきら）

話題沸騰の「歯ブラシ」

今話題になっているダイソーさんで販売された「微

細歯ブラシ」をご存じでしょうか？その名の通り、約

2万本のやわらかい極細毛がみっちりと植毛されて

おり、110円のクオリティではないと噂になっていま

す。流行りものには目が無い私も早速複数店舗を回

り、ようやく購入する事が出来

ました。実際に使ってみると…

すごいです。表現力が拙いの

で上手くお伝え出来ないので

すが、とにかく力強く歯を磨い

てしまう私にはピッタリな良く

磨ける歯ブラシでした。不思議

な感触なので、皆様もぜひ体感

してみてはいかがでしょうか！？

理学療法士

会場で購入した

パンフレットです

048-543-5848



黒沢 紫雲
（くろさわ しうん）
義肢装具士

薄暑の候、…言うほど薄いかえ？割とガッツリめに暑い日も多かったぞよ？？などと嘯く折に、悠然とした萌芽の

薫りに気品を纏わせひと時の安穏にくゆらせたるものは…そうです、甘いものです！

写真は…と、その前に、平素よりご愛読下さっている諸兄諸姉の皆々様よりご要望を賜り、今回からお店の住所

を更に詳しく記載し、更にお店の位置情報のQRコードも掲載する運びとなりました！まさに恐悦至極な事なの

ですが、なんと本紙の情報をもとに実際にお店に行って食べてきた！と仰って下さる方もいらっしゃる様で、今後

そうした方々や、少しでも興味を持って下さった方々がより気軽にお店にアクセス出来る様になれば幸いです！

改めまして、写真は東京都新宿区西新宿1-1-5ルミネ新宿1の地下2階に御座います、『マルトメ・ザ・ジュー

サリー・パフェテリア』さんの大人の〆パフェメニュー『ベリーアイリッシュクリームパフェ（税込¥1683-）』です。

なぁ～～～にが「より気軽にお店にアクセス」じゃい場所新宿やんけタコ！！とお思いの皆々様、確かに所在地は

新宿ですし、小生は疑いようもなくタコで御座いますが、これには深い訳があると言いますか直近で頂いた甘い

ものの中ではこのパフェが群を抜いて美味しくてこれは是非とも各所方面に見せびら…もといその存在を知ら

しめなければというある種のノブレスオブリージュにも似た使命感が…あぁ！！座布団を投げないで下さい！！！

言い訳もそこそこに本題のパフェに触れていきますが、先程ちょっぴり出てきた『大人の〆パフェ』という単語、

気になりませんか…？こちらの素敵ワードに分類されるパフェは通常メニューのものとは異なり、なんとお酒が

使われているとのこと。今回食べたパフェには表題に含まれる通りに『アイリッシュクリーム』というリキュールが

使われているそうです。このアイリッシュクリーム、お酒自体が甘味を備えており香料にもよりけりですがバニラ

やココア、チョコレートの香りや味がするとのことで、パフェの中にこんな味があったらいいなと求められがちな

味を一品三役でこなしています。流石に仕事のし過ぎでは…？労基の監査が来たらアウトなのでは…？？などと

言った心配もありましたが、このパフェのメインコンテンツあくまでも『ベリー』。それを体現するが如く、いちご・

ブルーベリー・ラズベリー・そしてフランボワーズアイスの各種ベリー類が絶妙極まる甘味と酸味のシンフォニー

を奏でています。素材がいいのか、調理が完璧なのか、あるいはその

両方なのか、とかくこの四重奏だけでも感涙必至なのですが、ここに

アイリッシュクリームの重厚な香りが味のヴェールに金箔をちりばめる

かの様にパフェ全体の味を高貴さが溢れる領域まで一気に引き上げて

います。お酒と言ってもアルコール臭さを感じるようなことはなく、風味

の奥に仄かに感じる酒精が、全年齢向けのパフェでは到底出し得ない

アダルティかつラグジュアリーな香りを演出している様でした。嗚呼、

これが『大人の贅沢』…！不肖生後1年と344ヶ月の約30歳児な

当方、この瞬間に人生初めての『大人』を実感した気さえしました。

時間さえあれば独力でどこまでだって足を伸ばせちゃうのも大人の

特権と醍醐味のひとつ。故ある折に新宿を訪れた際は、このお店で

自らが重ねてきた時間に乾杯する特別なひとときを、是非…！

↑今月のお店の地図情報☆


